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要 約（前編と同じ） 
本研究ではグラウンデッド・セオリー・アプローチを用いて、米国のラグビー選手に対してメ
ディアが持つ影響を質的に調査した。また本研究は、米国で生まれ育ち、ラグビー強豪大学でプ
レーする選手への詳細なインタビューを含んでいる。当該インタビューは、選手がラグビーという
スポーツを新たに始める際、伝統的メディア及びソーシャルメディアがどのような役割を果たした
のかを確認するための一助として行ったものである。結果として明らかになったのは、新たな米国
人ラグビー選手を誕生させたという点において、伝統的なメディアが果たした役割はそれほどでも
なく、むしろより新しいソーシャルメディアが果たした役割の方が大きいということである。また、
友人や家族といった対人コミュニケーションを通じても、新たなラグビー選手は誕生する。そして
一旦ラグビーを始めれば、日々の生活の中でより一層ラグビーが重要になってくるという点におい
てもメディアは有益であり、選手の勧誘活動はソーシャルメディアによって強化される。他にも、
同僚選手との絆や友情が強固であるほど、その選手はラグビーを続ける傾向が高いという結果が得
られた。 
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第四章：結果 
 
ラグビー選手にインタビューして得られた
データは、人々が何故ラグビーをプレーするこ
とを選んだのか、そしてそれを止めることなく
ずっと継続しているのかについて説明する手助
けとなる。結果は三つに分けられる。最初は第
一の調査項目に関する回答であり、二番目は第
二の調査項目に関するそれである。三番目は補
足であり、必ずしも第一、第二の調査項目と関
係があるものではないものの、有益と思える情 
報を提供してくれるデータである。インタ
ビューしたラグビー選手の名前は全て仮名と
なっている。次の表は選手、チーム、スカウト
が各メディアをどのように利用しているかを示
しており、本稿ではこれ以降も言及する。 
 
  
1）米ブリガム・ヤング大学 2）千葉大学 
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抜粋１： 
この競技がどれほどフィジカルか、友人宅で
動画を見ただけで凄く憧れたんだ。だから自分
も同じように出来たらとても格好いいだろうな
と思ったんだ。 
 
ロジャーもその友人も、四六時中ラグビーの
動画を見ていたわけでは決してなく、むしろ「ち
らほらと」という程度だったが、それでもそう
した動画は、ラグビーこそ自分がプレーしてみ
たいスポーツだと気付かせてくれたとロジャー
は言う。ラグビーをプレーする前にそうした動
画を見たことで、彼は大きな憧れを抱き、当該
競技に対する多少の予備知識を蓄えることが出
来たのだ。ラグビーが持つフィジカルな特性へ
の憧れによって、ロジャーは自らそれをプレー
してみようと考え始める。 
ラグビーという競技に新たな一歩を踏み出す
前に、多少の励ましが必要な人もいる。他の人
の話を聞いてこの競技に関心を持ち（後段でさ
らに深く掘り下げる）、実際にプレーする前にメ
ディアを使ってラグビーの知識を増やす、とい
うことも可能である。 
マイケルの場合、ラグビーとの最初の出会い
は高校に入学した時だった。その日、彼の高校で
はスポーツフェアが開催されており、ラグビー
部のコーチがマイケルを呼び止めたのである。 
マイケルは言う。選手としてスカウトされた
時にはメディアも使ったけれど、自分がラグ
ビーをやってみようと決めた要因は、やはり
コーチとの人的な交流だったと。コーチとの出
会いの後、マイケルはインターネットでラグ
ビーについて調べた。 
コーチは彼に競技への関心を持たせたという
点で重要である。この出会いの後、マイケルは
「メディアで色々と（知ったけど）、でもやはり
一番は（コーチ）かな」と言う。 
 
社会的交流を通じたラグビーへの関心 
人々がスポーツに関心を持つ（そしてそれを
プレーし始める）もう一つのルートは、他者の
助力によるものである。実際、アスリートと他
者との意思疎通が図られるようになると、そう
した対人関係はアスリートが競技を始める意思
決定に大きな役割を果たすことになる。メディ
アがそれなりの役割を果たすのはそれ以前の話
に過ぎない。 
インタビューしたラグビー選手たちの中で、
ラグビーをプレーすることを選ぶ前に少しでも
メディアを利用したと答えた者はわずか 3 人の
みであった。残る全員が、ラグビーをプレーす
ることを決めるのに、メディアは関係なかった、
むしろ他者との社会的な交流こそが競技選択の
要因になったと回答した。 
メディアを触媒として利用したと回答した者
さえ、他者との社会的交流がラグビーをプレー
しようという決断を後押ししてくれたと明らか
にしている。例えばフレッド（既述）は、YouTube
でプロのラグビーを見たり、ハイライトを見た
りしたメディア体験を持つ。しかり彼もまた、
中学生の頃、高校生の兄がラグビーを始めたの
で全試合応援に行き、そこで初めてラグビーと
出会ったのである。高校入学後、フレッドもラグ
ビーを始める。フレッドによれば、「それがラグ
ビーをプレー出来る最初の機会だったから」だ。 
ロジャーもラグビーをプレーする以前にメ
ディアの影響を受けた一人だが、高校時代には
多くの友人がラグビー選手だった。YouTube で
ロジャーにラグビーのハイライト動画を見せて
くれたそうしたラグビー選手の友人たちがもし
いなければ、ラグビーを始めようという決心は
なかなかつかなかったろう。繰り返すが、ラグ
ビーという競技の選択にメディアは手助けと
なったとロジャーは言う。けれど彼はこうも言
う。メディアを通じてラグビーを紹介してくれ
たのは友人たちなのだと。 
こうした多くの人たちがラグビーを始めたの
は、結局のところ何が要因なのだろう。それを
明らかにする上で、友人や家族はホットなト
ピックのようだ。 
全てではないにしろ、インタビューをした多
くの選手にとって、メディアは大して重要な要
因ではなかった。メディアが助けになったと
語った者もいたけれど、残りは皆、ラグビーを
実際にプレーするようになった後で初めてメ
ディアの影響を受けたと述べている。このよう
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表１ わかったこと 
ラグビーを
プレーする
理由 
選手 チーム スカウト 
伝統的 
メディア 
・プレー開
始決定に
は利用最
小限 
・米国では
機会が限
られる 
 
・大学ラグ
ビー選手
権 
・大学カッ
プ 
 
ソーシャル
メディア 
・プレー開
始後は使
用頻度高
い 
・プレー改
善の欲求
高まる 
・楽しみと
して 
・試合の広
報 
・チーム認
知度向上 
・選手の勧
誘 
 
・効果的 
・最初の関
心を呼ぶ 
・YouTube
（動画や
中継） 
人対人 
・フィジカ
ル 
・精神性 
・達成感 
・チーム
ワーク 
・リーダー
シップ 
  
 
インタビューの結果、選手たちは似通った回
答を示した。多くの選手が、誰に吹き込まれた
わけでもないのに、ラグビーの持つ社会的な側
面について語り、そのことがラグビーに関係す
る時間だけでなく、選手個人の人生においても
重要な部分となっていると話す。ラグビーをプ
レーし始める前後のメディアの使い方に関して
も、彼らの回答は内容的に似通っていた。イン
タビューをした選手たちは、米国の西海岸から
東海岸まで幅広いことを考えると、ラグビー文
化が全米レベルでの類似性を有していることが
わかる。 
 
調査項目１：米国人アスリートは何故、より人
気のある他競技でなくラグビーをプレーする
ことを選ぶのでしょうか？ 
 
本研究における最初の調査項目は、米国人ア
スリートは何故、より人気のある他競技でなく
ラグビーをプレーすることを選ぶのかというも
のである。この質問への回答として、インタ
ビューの結果話された内容は単純ではない。第
一の調査項目への回答として、次のような情報
が有益であろう。 
 
メディアを通してのラグビーへの興味 
実施されたインタビューで得られた全般的、
一般的な共通意見は、アスリートがラグビーを
プレーすることを決断するのに、メディアは最
小限の役割を果たしたに過ぎないというもので
ある。米国人アスリートにメディアが大きな影
響を与えられない理由の一つは、テレビのよう
な伝統的メディアがラグビーを扱うことが少な
いからかもしれない。しかしながら、留意すべ
き幾つかの例外がある。ラグビーをプレーする
以前に、少なくとも多少はメディアに影響され
ていたという選手の場合、そうした影響がまだ
未体験のスポーツであるラグビーへの興味を高
めることにも繋がったようだ、と話しているの
である。それによって彼らはより行動的になり、
自分でラグビーをプレーするようになったとい
うのだ。 
フレッドという選手は、ラグビーを選ぶ前に
ニュージーランドのオールブラックスがプレー
する DVD を見たと話す。オールブラックスは
ニュージーランドという小さな国の代表チーム
であり、おそらく全ての国代表の中で最良、そ
して最も成功したスポーツチームである
（espnscrum.com, 2013）。フレッドは言う。オー
ルブラックスのようなプロによる試合を見て、
ラグビーと恋に落ちたのだと。自身が選手と
なってプレーし始めた時、自分がどのような役
割を果たせばよいかをより理解するための手助
けにもなったと。 
ロジャーというもう一人の選手は、ラグビー
ファンの友人と共に育ち、その友人宅でラグ
ビーの試合をよく一緒に見たものだという。彼
が覚えているのは、二人で頻繁にインターネッ
トの動画サイトである YouTube を見て、強烈な
当たりやタックルのハイライトシーンに接した
ことだ。彼によれば、こうした動画を見たこと
がラグビーをプレーするという決断に繋がった
という。 
 
2
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共にプレーした仲間たちとは、彼にとって何や
ら兄弟のような関係になって行った。この兄弟
のような関係というテーマは、特に催促したわ
けでもないのに、続く数名へのインタビューで
も聞かれた。選手としてだけでなく、兄弟とし
ても、ロバートはチームメイトをとても近い存
在だと感じていた。 
 
抜粋２： 
友達もみんなラグビー選手だからね。競争し
てるというよりは仲良しというか。つまり、明
らかにお互い凄く競争してるんだけど、もう僕
にとってはあいつらみんな兄弟みたいなものな
んだよ。あいつらこそ僕の世界そのものさ。 
 
こうした考えや感情は、今回全てのインタ
ビューを通じて何度も聞かれたテーマである。フ
レッドも同じだった。兄が高校のラグビーチーム
にいたので、フレッドも高校に入学して同じチー
ムに入ったのだ。若い選手が新しいスポーツに挑
戦しようとする時、その家族が彼らに与える影響
をここにもまた垣間見ることが出来る。 
けれど、フレッドがラグビーをプレーし続け
たのはそれだけが理由ではない。ロバートのよ
うに、フレッドも仲間との距離が近くなって
行ったのだ。 
 
抜粋３： 
チームとの社会的交流はとても大事だよ。一
緒にプレーしていると、基本的に、最後は兄弟
みたいになるからね。仲間が後ろで守ってくれ
たり、逆にこっちが仲間の後ろで守ったり。グ
ラウンドでも、そこを離れてもね。それをわか
らないと。チームメイトとそうした関係になる
のは、だから物凄く大事なんだ。 
 
ジョニーもまた、高校時代にラグビー選手
だった兄を通じてこの競技を知った。単なる
チーム以上の何か、という点でジョニーは次の
ように言う。同じチームにいて、多くの課題や
練習を共にこなしたことで、ジョニーはチーム
メイトと本当に近い存在になったのだと。ジョ
ニーによれば、こうした社会的交流が基礎と
なって、彼はチームに留まり、グラウンドで変
わらずラグビーをプレーし続けたという。繰り
返すが、ジョニーは自分のチームを単なるチー
ム以上のものだと感じていた。実際、「君だって
絶対に、その一員として兄弟みたいになれるよ」
と彼は語る。 
友情という要因について、今回インタビュー
をした選手たちの間ではよく聞いた気がする。
単なる友達ではなく、同じチームなんだという、
人生に影響するようなもっと深い関係だ。 
ロジャーは友人たちの熱意によってラグビー
をプレーし始めた。彼は言う。あいつらがいなけ
れば、ラグビーをプレーすることなんてなかっ
たと。またこうも信じている。自分やチームメイ
トがラグビーをプレーし続けた最も大きな理由
の一つは、お互いがチームで育んだ友情だと。 
 
抜粋４： 
一緒にプレーした仲間は親友さ。そのうちの
何人かとは今も（同じ大学の）チームでプレー
してる。米国代表チームでも二、三度。だから
思うんだけど、ラグビーを止めずにプレーし続
けようって決めるのも、友達次第ってところは
あるよ。 
 
重要な人間関係がいつも同じチームの仲間た
ちから派生するとは限らない。もちろん、選手
と所属チームとの関係は最も重要ではあるもの
の、自チーム外で生じた関係が後々重要になっ
て来ることもある。ロジャーは自チームとの関
係が大事だと感じているが、決してそれだけで
はない。他チームで一緒にプレーした仲間や敵
として戦ったチームさえ、時として遠距離をも
のともせずに継続する、重要な絆を形成するこ
とがあるとも感じている。 
 
抜粋５： 
つまりそれは、ラグビーというコミュニティ
内での家族とか、兄弟みたいなものなんだよ。
だから、どのチームでプレーしてるかなんての
は問題じゃない。カリフォルニア大学バーク
レー校か、アリゾナ大学か、そんなのはどっち
でもいいんだ。だってそもそも、旅行ならどこ
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な米国人がラグビーを始めた理由を理解するた
めには、例えば、他の選手たちがどこでラグビー
への関心を持ったのかを見てみることが役に立
つ可能性がある。 
ロバートはこれまでに登場した選手たちとは
異なる。彼がラグビーに関心を持ったのは、メ
ディアを通じてではなく、競技を経験したこと
のある友人や家族を通じてだ。彼にとって、メ
ディアは何の接点もない。 
ジョニーがラグビーを始めようとしたのは、
兄たちが皆プレーしていたからだった。シドも
また似たような経験から、ラグビーに関心を抱
いた。彼によると、父がラグビー選手だったた
め、子供の頃からその父がプレーするのを見て
おり、やがて彼自身が若者向けのリーグでプ
レーし始めたという。 
つまり、シドがラグビーに関心を向ける手助け
となったのは彼の父である。シドはラグビーをプ
レーし始めてから、それをずっと続けて行こうと
決めた。彼はまたこうも言う。父のチームメイト
たちが若者チームのコーチだったので、自分は彼
らともよく話をしたものだと。彼はそんな風にラ
グビーと出会い、関係を深めて行った。 
同じように、マーティンはラグビーを始めた
ことに関して、中学校の体育教師にある程度感
謝している。この教師は、マーティンがラグビー
部のある高校へ進学することを知ってすぐ、見
学してみるようにと彼に勧めてくれた。マー
ティンには中学時代、ラグビー選手の友人も数
人いたので、比較的早い年頃からこの競技を
知っていた。それだけでなく、マーティンによ
れば高校の友人たちにもラグビー選手がおり、
ラグビーをやろう、クラブに入れよと始終口う
るさく勧めてくれたのだとか。彼は言う。「正直、
僕をラグビーへと導いてくれたのは友人たちな
んだよ」。 
マーティンは続けて、彼自身も他者に影響を
与え、ラグビーを始めさせたと言う。彼が語っ
た具体的な方法の一つはごく単純で、2 年間、
一人の友人にとにかく声をかけ続けたこと。
マーティンはその友人の説得についに成功し、
彼はラグビーをプレーするようになった。マー
ティンによれば、「あいつ、最高に楽しんでるよ」
とのことだ。 
マーティンのこの方法は、ジュリアンにラグ
ビーを始めさせたという点でも効果があった。
ジュリアンがラグビーを始めたのは高校一年生
の時。同じスクールバスに乗る友人たちとの社
会的交流がきっかけだった。彼によると、上級
生でラグビーをプレーしている者がおり、冗談
ではあったが、練習を見に来ないとただじゃす
まないぞとジュリアンを脅したのだという。 
登校初日、ジュリアンは「ラグビーをとても
気に入り、やってみたい、どうやってプレーす
るか知りたいと思った」。以来、彼はずっとラグ
ビー選手であり、今も大学のクラブでプレーし
ている。 
最後にインタビューしたマテューは、父親が
大学時代にラグビーをプレーしていたため、自
分もラグビーを始めたのだと語る。父がラグ
ビーを勧めたので、自分自身もやってみること
にしたというわけだ。 
彼はまたこうも言う。彼の住んでいたのは、
他の多くの町に比べて古い町で、ラグビーの
コーチもたくさんいたのだと。彼らは試合中心
の考え方を持っており、マテューによれば、「実
際、彼らコーチのラグビーへの関心が、僕にラ
グビーを続けさせてくれたんだ」という。 
 
ラグビーと対人関係 
メディアは新たなラグビー選手を生み出し、
彼らのプレーする欲望を掻き立てる点でも役割
を果たして来た。けれどもそれだけではない。
実際、ラグビーを衆目に晒すためにメディアが
果たした役割など、他者との触れ合いによるそ
れに比べれば遥かに小さい。そうした対人関係
に含まれるのは、両親、兄弟姉妹、友人、コー
チ、それに加えソーシャルメディアのような意
思疎通の媒介手段といったところだろう。 
ロバートは、自分がラグビーを始めたことに
関する限り、メディアが果たした役割はそう大
きくないと考えている。それよりも、ラグビー
をプレーしたいという気持ちが芽生えたのは、
自分の兄や友人の兄たちが原因だという。 
けれども、一旦始めてみると、ラグビーには
単なるスポーツ以上のものがあり、ロバートが
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共にプレーした仲間たちとは、彼にとって何や
ら兄弟のような関係になって行った。この兄弟
のような関係というテーマは、特に催促したわ
けでもないのに、続く数名へのインタビューで
も聞かれた。選手としてだけでなく、兄弟とし
ても、ロバートはチームメイトをとても近い存
在だと感じていた。 
 
抜粋２： 
友達もみんなラグビー選手だからね。競争し
てるというよりは仲良しというか。つまり、明
らかにお互い凄く競争してるんだけど、もう僕
にとってはあいつらみんな兄弟みたいなものな
んだよ。あいつらこそ僕の世界そのものさ。 
 
こうした考えや感情は、今回全てのインタ
ビューを通じて何度も聞かれたテーマである。フ
レッドも同じだった。兄が高校のラグビーチーム
にいたので、フレッドも高校に入学して同じチー
ムに入ったのだ。若い選手が新しいスポーツに挑
戦しようとする時、その家族が彼らに与える影響
をここにもまた垣間見ることが出来る。 
けれど、フレッドがラグビーをプレーし続け
たのはそれだけが理由ではない。ロバートのよ
うに、フレッドも仲間との距離が近くなって
行ったのだ。 
 
抜粋３： 
チームとの社会的交流はとても大事だよ。一
緒にプレーしていると、基本的に、最後は兄弟
みたいになるからね。仲間が後ろで守ってくれ
たり、逆にこっちが仲間の後ろで守ったり。グ
ラウンドでも、そこを離れてもね。それをわか
らないと。チームメイトとそうした関係になる
のは、だから物凄く大事なんだ。 
 
ジョニーもまた、高校時代にラグビー選手
だった兄を通じてこの競技を知った。単なる
チーム以上の何か、という点でジョニーは次の
ように言う。同じチームにいて、多くの課題や
練習を共にこなしたことで、ジョニーはチーム
メイトと本当に近い存在になったのだと。ジョ
ニーによれば、こうした社会的交流が基礎と
なって、彼はチームに留まり、グラウンドで変
わらずラグビーをプレーし続けたという。繰り
返すが、ジョニーは自分のチームを単なるチー
ム以上のものだと感じていた。実際、「君だって
絶対に、その一員として兄弟みたいになれるよ」
と彼は語る。 
友情という要因について、今回インタビュー
をした選手たちの間ではよく聞いた気がする。
単なる友達ではなく、同じチームなんだという、
人生に影響するようなもっと深い関係だ。 
ロジャーは友人たちの熱意によってラグビー
をプレーし始めた。彼は言う。あいつらがいなけ
れば、ラグビーをプレーすることなんてなかっ
たと。またこうも信じている。自分やチームメイ
トがラグビーをプレーし続けた最も大きな理由
の一つは、お互いがチームで育んだ友情だと。 
 
抜粋４： 
一緒にプレーした仲間は親友さ。そのうちの
何人かとは今も（同じ大学の）チームでプレー
してる。米国代表チームでも二、三度。だから
思うんだけど、ラグビーを止めずにプレーし続
けようって決めるのも、友達次第ってところは
あるよ。 
 
重要な人間関係がいつも同じチームの仲間た
ちから派生するとは限らない。もちろん、選手
と所属チームとの関係は最も重要ではあるもの
の、自チーム外で生じた関係が後々重要になっ
て来ることもある。ロジャーは自チームとの関
係が大事だと感じているが、決してそれだけで
はない。他チームで一緒にプレーした仲間や敵
として戦ったチームさえ、時として遠距離をも
のともせずに継続する、重要な絆を形成するこ
とがあるとも感じている。 
 
抜粋５： 
つまりそれは、ラグビーというコミュニティ
内での家族とか、兄弟みたいなものなんだよ。
だから、どのチームでプレーしてるかなんての
は問題じゃない。カリフォルニア大学バーク
レー校か、アリゾナ大学か、そんなのはどっち
でもいいんだ。だってそもそも、旅行ならどこ
4 
な米国人がラグビーを始めた理由を理解するた
めには、例えば、他の選手たちがどこでラグビー
への関心を持ったのかを見てみることが役に立
つ可能性がある。 
ロバートはこれまでに登場した選手たちとは
異なる。彼がラグビーに関心を持ったのは、メ
ディアを通じてではなく、競技を経験したこと
のある友人や家族を通じてだ。彼にとって、メ
ディアは何の接点もない。 
ジョニーがラグビーを始めようとしたのは、
兄たちが皆プレーしていたからだった。シドも
また似たような経験から、ラグビーに関心を抱
いた。彼によると、父がラグビー選手だったた
め、子供の頃からその父がプレーするのを見て
おり、やがて彼自身が若者向けのリーグでプ
レーし始めたという。 
つまり、シドがラグビーに関心を向ける手助け
となったのは彼の父である。シドはラグビーをプ
レーし始めてから、それをずっと続けて行こうと
決めた。彼はまたこうも言う。父のチームメイト
たちが若者チームのコーチだったので、自分は彼
らともよく話をしたものだと。彼はそんな風にラ
グビーと出会い、関係を深めて行った。 
同じように、マーティンはラグビーを始めた
ことに関して、中学校の体育教師にある程度感
謝している。この教師は、マーティンがラグビー
部のある高校へ進学することを知ってすぐ、見
学してみるようにと彼に勧めてくれた。マー
ティンには中学時代、ラグビー選手の友人も数
人いたので、比較的早い年頃からこの競技を
知っていた。それだけでなく、マーティンによ
れば高校の友人たちにもラグビー選手がおり、
ラグビーをやろう、クラブに入れよと始終口う
るさく勧めてくれたのだとか。彼は言う。「正直、
僕をラグビーへと導いてくれたのは友人たちな
んだよ」。 
マーティンは続けて、彼自身も他者に影響を
与え、ラグビーを始めさせたと言う。彼が語っ
た具体的な方法の一つはごく単純で、2 年間、
一人の友人にとにかく声をかけ続けたこと。
マーティンはその友人の説得についに成功し、
彼はラグビーをプレーするようになった。マー
ティンによれば、「あいつ、最高に楽しんでるよ」
とのことだ。 
マーティンのこの方法は、ジュリアンにラグ
ビーを始めさせたという点でも効果があった。
ジュリアンがラグビーを始めたのは高校一年生
の時。同じスクールバスに乗る友人たちとの社
会的交流がきっかけだった。彼によると、上級
生でラグビーをプレーしている者がおり、冗談
ではあったが、練習を見に来ないとただじゃす
まないぞとジュリアンを脅したのだという。 
登校初日、ジュリアンは「ラグビーをとても
気に入り、やってみたい、どうやってプレーす
るか知りたいと思った」。以来、彼はずっとラグ
ビー選手であり、今も大学のクラブでプレーし
ている。 
最後にインタビューしたマテューは、父親が
大学時代にラグビーをプレーしていたため、自
分もラグビーを始めたのだと語る。父がラグ
ビーを勧めたので、自分自身もやってみること
にしたというわけだ。 
彼はまたこうも言う。彼の住んでいたのは、
他の多くの町に比べて古い町で、ラグビーの
コーチもたくさんいたのだと。彼らは試合中心
の考え方を持っており、マテューによれば、「実
際、彼らコーチのラグビーへの関心が、僕にラ
グビーを続けさせてくれたんだ」という。 
 
ラグビーと対人関係 
メディアは新たなラグビー選手を生み出し、
彼らのプレーする欲望を掻き立てる点でも役割
を果たして来た。けれどもそれだけではない。
実際、ラグビーを衆目に晒すためにメディアが
果たした役割など、他者との触れ合いによるそ
れに比べれば遥かに小さい。そうした対人関係
に含まれるのは、両親、兄弟姉妹、友人、コー
チ、それに加えソーシャルメディアのような意
思疎通の媒介手段といったところだろう。 
ロバートは、自分がラグビーを始めたことに
関する限り、メディアが果たした役割はそう大
きくないと考えている。それよりも、ラグビー
をプレーしたいという気持ちが芽生えたのは、
自分の兄や友人の兄たちが原因だという。 
けれども、一旦始めてみると、ラグビーには
単なるスポーツ以上のものがあり、ロバートが
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人を仲介する 
友人や家族との面と向かった意思疎通は、ラ
グビーに人を呼び込むには効果的だが、時にそ
うした生身のやりとりは別のプラットフォーム、
すなわちFacebookや Twitterのようなソーシャ
ルネットワークにも拡大して行く必要がある。
マテューはインタビューの中で、メディアを
使ったラグビーの広報をどれだけ頑張っていた
か説明してくれた。それに加えて彼は、人々に
Facebookや Twitterのアドレスを教えたことが
自チームの試合を広報するのに効果的だったと
も語ってくれた。 
Facebook にラグビーの動画を単に投稿した
だけで、「たくさんの人が興味津々で見てくれた」
ことをマイケルは発見した。そして彼らは皆マ
イケルに、それらの動画が「凄く格好良い」と
言ってくれたという。マイケルはまた、今やラ
グビーはメディアで、特に Facebook でたくさん
目にするようになったとも気付いている。 
Facebook のようなソーシャルネットワーク
の登場により、ラグビー情報はインターネット
上を着実に行き交うようになった。シドは週一
回以上、ラグビーの情報や動画を熱心に検索す
ることはない。それでも彼は、毎日ラグビー情
報を目にすると言う。それは、Facebook が彼の
ために全ての仕事を代行してくれるからだ。シ
ドがフォローしているグループは日々ラグビー
情報をアップロードしており、おかげで彼も自
分のアカウントでそれらを簡単に共有すること
が出来る。 
Facebook や Twitter、その他のソーシャルメ
ディアは、チームにとっても試合を広報し、観
客数を増やすことを容易にした。インタビュー
した多くの選手たちが、Facebook や Twitter を
どのように使ってホームの試合について広報し
たかを語ってくれた。そうした広報の甲斐あっ
て、試合の観客数が増えるのを目の当たりにし
たというのだ。 
ソーシャルメディアは選手個人やプレーを研
究している人たちによく利用されており、チー
ム総体としてもソーシャルメディアの領域に分
け入って来ている。インタビューによれば、ソー
シャルメディアは試合の広報や認知度向上のた
めばかりではなく、選手のスカウトにも用いら
れている（表 1 参照）。 
 
プレーする他の理由 
インタビューを分析するとわかるのだが、メ
ディアが提供する最小限の情報や、社会的な側
面といったこと以外にも、選手がラグビーをプ
レーする理由はある。ラグビーを始めた理由、
それを続けている理由として、他の様々な要因
がインタビューした選手から紹介されている。
多く聞かれたものの一つは、試合中プレーが止
まらないことだⅱ。守備と攻撃は目まぐるしく
変わるが、動きは継続している。ラグビーがフィ
ジカルなスポーツであることも、彼ら選手たち
がラグビーに恋をした大きな理由の一つだ。 
個人的な達成感を、ラグビーの試合が楽しい
理由として挙げる者もいた。彼らは自分が満足
だと感じるまで、ハードワークに精を出し、努
力を傾注する。そしてそのことによって、彼ら
はまたさらなる成長を目指し自らを追い込むの
だ。ジョニーはラグビーの試合が大好きな理由
として、自分を追い込むことを挙げる。 
 
抜粋９： 
グラウンドにいる時は、いついかなる時も自
分との競争。僕はそれを楽しんでるんだ。80 分、
出来るだけ激しく自分を追い込む。そんな風に
激しく出来てる時、そうでもない時、それって
自分でわかるよね。そういう挑戦が自分でも本
当にわくわくする。だから僕は毎週土曜、グラ
ウンドにいることが大好きだし、そうやって自
分を試してるんだ。 
 
自分を追い込む方法は、何もフィジカルに
限ったものばかりではない。精神的に自分を追
い込むこともプレーに関係して来るし、それが
楽しいと感じる人だっている。マーディンもラ
グビーは自分を試すにはうってつけの方法だと
思っている。フィジカルな意味だけでなく、精
神的な意味でもだ。 
 
抜粋 10： 
僕はスクラムハーフだから、グラウンドに出
6 
にだって行けるでしょ。それって凄いことだよ
ね。自分のチームだって敵のチームだって、選
手の 3 人か 4 人は知ってるでしょ。まあ、もっ
とたくさんでもいいけど。 
 
皆で試合をするには、選手全員が同じ場所に
いて、同じ時間を共有することが要求される。
グラウンドでは選手一人一人がやるべきことを
やり、チームが一体となれば、個々の選手にも
強さが生まれる。こうしたことこそ、ラグビー
における社会的交流が堅固で重要になる一つの
理由である。 
チームメイトを何故それほど近くに感じるの
だろう。そのことについて、シドはヒントを与
えてくれる。彼によれば、チームメイトがお互
いを近く感じる理由は、共に経験して来たこと
の全てだという。 
 
抜粋６： 
ラグビーを通じて強い絆が生まれるのは、一緒
にプレーしている仲間と逆境を乗り越えて来た
からじゃないかな。すぐそこにいる奴とまる3年、
一緒にプレーしていればお互いを熟知するよう
になって、凄く固い絆が生まれるよ。それって一
般的に言って、普通よりも強い関係だよね。 
 
ラグビーを実際にプレーすることは、友情を
深め、選手同士の距離を近くする。共に困難に
直面することは、選手同士お互いに意思疎通を
図る機会を与える。彼らは成功を目指し、そう
した障害を取り除くために共に努力するのだ。 
ラグビーにおける兄弟のような関係について、
さらに証言してくれたのはマーティンである。
彼の考えによると、人々が最初にラグビーを始
めるのは、例えば試合の名声など、何か他の理
由かもしれないという。けれど、そうした人た
ちをチームに留まらせるのは、人であるとマー
ティンは信じている。 
 
抜粋７： 
最後まで同じチームで一緒にいた奴らってさ、
死ぬまで兄弟みたいなものなんだよ、絶対。夏
休みに帰省して来ると、高校時代のラグビー仲
間といつだって遊べるもん。ここじゃあ実際、
あいつら兄弟みたいなものなんだよ。 
 
マーティンは続けてこうも言う。「兄弟のよう
な仲間には実際、大いに助けられた」。そして、
彼のチームメイトは「プレーを続けることが出
来た最も主要な要因だ」と。共にプレーするこ
とで生まれる絆は、チームの結束を固くする。
それが重要なのはチームの成功のためだけでは
ない。個々の選手がラグビーをプレーし続けた
いと思わせる意味でも、絆は重要なのだ。 
ラグビーチームにおける絆が何故強いのかと
いうことについて、ジュリアンは次のようなよ
り突っ込んだ表現をした。 
 
抜粋８： 
練習でも試合でも、グラウンドで経験するこ
とって何でも、つまり、一つ一つの当たりって
それぞれ戦闘でしょ。選手の本当の姿が露わに
なるような戦い。相手も全力でぶつかって来る
わけだから。自然と、人としてお互い引きつけ
られるよね。僕はそう感じる。 
 
マイケルもマテューも、同じチームの仲間た
ちとの社会的交流があったから、上手くなろう
とも思ったし、プレーも続けたと言っている。
行ったインタビュー結果が全て示しているよう
に、他者との社会的交流は、人がスポーツを続
けるための鍵となる部分であるようだ。こうし
たラグビー選手にとって、ラグビーはただの試
合ではなく兄弟関係なのだ。 
そうすると、調査項目 1 への回答は、他者と
の社会的交流の中にあるに違いない。インタ
ビュー結果が示しているのは、人対人の交流こ
そが米国人アスリートをしてラグビー、つまり
メディア市場にまだ大規模参入出来ないでいる
スポーツを選択させたのだということである。
どの場合でも、彼らアスリートが当時よく知り
もしなかったラグビーという新しい競技を始め
たきっかけは、周囲の人々によってもたらされ
た。他者との社会的交流がなければ、ラグビー
の発展スピードは現在よりもっと遅かったと
言っても差し支えあるまい。 
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人を仲介する 
友人や家族との面と向かった意思疎通は、ラ
グビーに人を呼び込むには効果的だが、時にそ
うした生身のやりとりは別のプラットフォーム、
すなわちFacebookや Twitterのようなソーシャ
ルネットワークにも拡大して行く必要がある。
マテューはインタビューの中で、メディアを
使ったラグビーの広報をどれだけ頑張っていた
か説明してくれた。それに加えて彼は、人々に
Facebookや Twitterのアドレスを教えたことが
自チームの試合を広報するのに効果的だったと
も語ってくれた。 
Facebook にラグビーの動画を単に投稿した
だけで、「たくさんの人が興味津々で見てくれた」
ことをマイケルは発見した。そして彼らは皆マ
イケルに、それらの動画が「凄く格好良い」と
言ってくれたという。マイケルはまた、今やラ
グビーはメディアで、特に Facebook でたくさん
目にするようになったとも気付いている。 
Facebook のようなソーシャルネットワーク
の登場により、ラグビー情報はインターネット
上を着実に行き交うようになった。シドは週一
回以上、ラグビーの情報や動画を熱心に検索す
ることはない。それでも彼は、毎日ラグビー情
報を目にすると言う。それは、Facebook が彼の
ために全ての仕事を代行してくれるからだ。シ
ドがフォローしているグループは日々ラグビー
情報をアップロードしており、おかげで彼も自
分のアカウントでそれらを簡単に共有すること
が出来る。 
Facebook や Twitter、その他のソーシャルメ
ディアは、チームにとっても試合を広報し、観
客数を増やすことを容易にした。インタビュー
した多くの選手たちが、Facebook や Twitter を
どのように使ってホームの試合について広報し
たかを語ってくれた。そうした広報の甲斐あっ
て、試合の観客数が増えるのを目の当たりにし
たというのだ。 
ソーシャルメディアは選手個人やプレーを研
究している人たちによく利用されており、チー
ム総体としてもソーシャルメディアの領域に分
け入って来ている。インタビューによれば、ソー
シャルメディアは試合の広報や認知度向上のた
めばかりではなく、選手のスカウトにも用いら
れている（表 1 参照）。 
 
プレーする他の理由 
インタビューを分析するとわかるのだが、メ
ディアが提供する最小限の情報や、社会的な側
面といったこと以外にも、選手がラグビーをプ
レーする理由はある。ラグビーを始めた理由、
それを続けている理由として、他の様々な要因
がインタビューした選手から紹介されている。
多く聞かれたものの一つは、試合中プレーが止
まらないことだⅱ。守備と攻撃は目まぐるしく
変わるが、動きは継続している。ラグビーがフィ
ジカルなスポーツであることも、彼ら選手たち
がラグビーに恋をした大きな理由の一つだ。 
個人的な達成感を、ラグビーの試合が楽しい
理由として挙げる者もいた。彼らは自分が満足
だと感じるまで、ハードワークに精を出し、努
力を傾注する。そしてそのことによって、彼ら
はまたさらなる成長を目指し自らを追い込むの
だ。ジョニーはラグビーの試合が大好きな理由
として、自分を追い込むことを挙げる。 
 
抜粋９： 
グラウンドにいる時は、いついかなる時も自
分との競争。僕はそれを楽しんでるんだ。80 分、
出来るだけ激しく自分を追い込む。そんな風に
激しく出来てる時、そうでもない時、それって
自分でわかるよね。そういう挑戦が自分でも本
当にわくわくする。だから僕は毎週土曜、グラ
ウンドにいることが大好きだし、そうやって自
分を試してるんだ。 
 
自分を追い込む方法は、何もフィジカルに
限ったものばかりではない。精神的に自分を追
い込むこともプレーに関係して来るし、それが
楽しいと感じる人だっている。マーディンもラ
グビーは自分を試すにはうってつけの方法だと
思っている。フィジカルな意味だけでなく、精
神的な意味でもだ。 
 
抜粋 10： 
僕はスクラムハーフだから、グラウンドに出
6 
にだって行けるでしょ。それって凄いことだよ
ね。自分のチームだって敵のチームだって、選
手の 3 人か 4 人は知ってるでしょ。まあ、もっ
とたくさんでもいいけど。 
 
皆で試合をするには、選手全員が同じ場所に
いて、同じ時間を共有することが要求される。
グラウンドでは選手一人一人がやるべきことを
やり、チームが一体となれば、個々の選手にも
強さが生まれる。こうしたことこそ、ラグビー
における社会的交流が堅固で重要になる一つの
理由である。 
チームメイトを何故それほど近くに感じるの
だろう。そのことについて、シドはヒントを与
えてくれる。彼によれば、チームメイトがお互
いを近く感じる理由は、共に経験して来たこと
の全てだという。 
 
抜粋６： 
ラグビーを通じて強い絆が生まれるのは、一緒
にプレーしている仲間と逆境を乗り越えて来た
からじゃないかな。すぐそこにいる奴とまる3年、
一緒にプレーしていればお互いを熟知するよう
になって、凄く固い絆が生まれるよ。それって一
般的に言って、普通よりも強い関係だよね。 
 
ラグビーを実際にプレーすることは、友情を
深め、選手同士の距離を近くする。共に困難に
直面することは、選手同士お互いに意思疎通を
図る機会を与える。彼らは成功を目指し、そう
した障害を取り除くために共に努力するのだ。 
ラグビーにおける兄弟のような関係について、
さらに証言してくれたのはマーティンである。
彼の考えによると、人々が最初にラグビーを始
めるのは、例えば試合の名声など、何か他の理
由かもしれないという。けれど、そうした人た
ちをチームに留まらせるのは、人であるとマー
ティンは信じている。 
 
抜粋７： 
最後まで同じチームで一緒にいた奴らってさ、
死ぬまで兄弟みたいなものなんだよ、絶対。夏
休みに帰省して来ると、高校時代のラグビー仲
間といつだって遊べるもん。ここじゃあ実際、
あいつら兄弟みたいなものなんだよ。 
 
マーティンは続けてこうも言う。「兄弟のよう
な仲間には実際、大いに助けられた」。そして、
彼のチームメイトは「プレーを続けることが出
来た最も主要な要因だ」と。共にプレーするこ
とで生まれる絆は、チームの結束を固くする。
それが重要なのはチームの成功のためだけでは
ない。個々の選手がラグビーをプレーし続けた
いと思わせる意味でも、絆は重要なのだ。 
ラグビーチームにおける絆が何故強いのかと
いうことについて、ジュリアンは次のようなよ
り突っ込んだ表現をした。 
 
抜粋８： 
練習でも試合でも、グラウンドで経験するこ
とって何でも、つまり、一つ一つの当たりって
それぞれ戦闘でしょ。選手の本当の姿が露わに
なるような戦い。相手も全力でぶつかって来る
わけだから。自然と、人としてお互い引きつけ
られるよね。僕はそう感じる。 
 
マイケルもマテューも、同じチームの仲間た
ちとの社会的交流があったから、上手くなろう
とも思ったし、プレーも続けたと言っている。
行ったインタビュー結果が全て示しているよう
に、他者との社会的交流は、人がスポーツを続
けるための鍵となる部分であるようだ。こうし
たラグビー選手にとって、ラグビーはただの試
合ではなく兄弟関係なのだ。 
そうすると、調査項目 1 への回答は、他者と
の社会的交流の中にあるに違いない。インタ
ビュー結果が示しているのは、人対人の交流こ
そが米国人アスリートをしてラグビー、つまり
メディア市場にまだ大規模参入出来ないでいる
スポーツを選択させたのだということである。
どの場合でも、彼らアスリートが当時よく知り
もしなかったラグビーという新しい競技を始め
たきっかけは、周囲の人々によってもたらされ
た。他者との社会的交流がなければ、ラグビー
の発展スピードは現在よりもっと遅かったと
言っても差し支えあるまい。 
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米国人ラグビー選手がなぜ当該競技を始めた
のかということをより理解しようとするうち、
そうした意思決定にメディアが大きな役割を果
たしているのではなかろうかという考えが頭を
もたげて来た。インタビューを通じ、選手たち
の現在の生活にはメディアが一定の役割を果た
していることが明らかとなって来たものの、彼
らが初めてこのスポーツを知った初期段階では、
メディアの役割はそれほど大きくなかったこと
も確実になった。 
先に述べた通り、意思決定にメディアが最前
線の役割を果たした事例も少数存在したものの、
実際にはアスリートたちにラグビーをプレーさ
せるほどの決定的要因としては、メディアの役
割は大きくないことがすぐにわかった。それに
も関わらず、他者を勧誘するためにソーシャル
メディアを利用するという事例は増え続けてい
るのである。 
 
意思決定に影響するメディア 
調査項目 2、すなわち選手がラグビーを始め
る際にメディアが触媒として機能したかという
問いに答えるに当たっては、伝統的メディアに
よる実際の意思決定過程における役割は大きく
なかったということを何よりもまず記憶してお
かねばならない。米国人にラグビーへの関心を
持たせ、それをプレーさせようとする時、伝統
的なメディアは殆ど用いられなかったようであ
る。個人的に調べたりしない限り、米国のメディ
アでは比較的ラグビーの情報が見つかりにくい
からであろう。 
インタビューした選手の多くは、ラグビーを
始めるまで全く知識がなかったという。先に触
れたように、彼らは主として友人や家族のおか
げでラグビーをプレーし始めたと述べている。
当時、彼らは当該競技のことを何も知らず、プ
レーし始めた段階ではかなり準備不足の面が
あった。例えばロバートは、最初の試合の時で
さえこの競技のことを全く理解していなかった。
実際、彼はラグビーの試合など自分が始めるま
で見たことがなく、「どのようなものかさえわか
らなかった」と言う。 
自分でラグビーを始めるまで、どのようなメ
ディアでもラグビーを見たことがないという選
手が、今回インタビューした中では大多数で、
何人もが同様のことを繰り返し話してくれた。
但し、プレーする前に DVD でニュージーランド
の国際試合を見たことがあるというフレッドと
いう選手のインタビュー事例が一つある。また
もう一例、ロジャーの場合には友人の家でよく
ラグビーの試合を見ており、メディアが少しは
安心を与えてくれていた。それ以外には、イン
タビューした中でラグビーをプレーすると決め
る前にメディアでラグビーを見たことがあると
答えた者は皆無である。 
インタビューした選手たちがラグビーをプ
レーすると決めた際、メディアは殆ど関係な
かったものの、メディアの中のラグビー情報を
利用するケースは依然増えている。マーティン
はインタビューの中で、彼がチームのスカウト
をしていることを教えてくれた。そして、実際
にチームがどのようなスカウト活動をしている
か、またラグビーをどのように広報しているか
についても教えてくれた。 
彼によれば、学内でブースやテーブルを設け
て新人の勧誘をしている時に、YouTube に掲載
されているチームの試合や他の試合のハイライ
ト動画を流して見てもらっているという。ラグ
ビー部に入ってくれそうな学生には、チームの
Facebookや Twitterのプロフィールを見るよう
に勧めてもいる。 
表 1（既述）に示されているように、マーティ
ンはこうした戦略が有効だと信じている。特に
YouTube の短い動画は、実際のラグビーのプ
レーとはどのようなものか、グラウンドではど
んなことをするのか、新入生に見て貰える。た
だ話しただけではわからないようなことも映像
で示すことが出来るのである。 
マーティンは、NBCⅳによって米国中に放送さ
れている大学ラグビー選手権（表 1 参照）を通
じてラグビーに関心を持つ新入生が増えている
とも感じている。米国のラグビーに関しては、
大学ラグビー選手権こそが最もよく見られてい
るイベントであると彼は感じている。このイベ
ントを通して、益々多くの学生がマーティンの
ところに来るようになり、チームに入るにはど
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ると色んなことを考え出す。足で掻き回してや
ろうとか、体を張るぞとか、敵の考えを上回っ
てやろうとか。そんなダイナミックさ全てが、
僕にとっては凄く楽しい。 
 
選手が自らを追い込めば、活躍の機会も増え
始めるだろう。そうすれば、達成感も得られる。
だから、多くの選手にとって大事なのは、もち
ろんラグビーで活躍するということだ。けれど
も、活躍することと同じくらい大切なことは、
チームを破滅に導くような選手にならないとい
うことだ。 
フレッドは活躍したいと望んでいるが、彼に
とってはそれ以上に大事なものがある。それは、
得点に結びつくミスをしないということである。 
 
抜粋 11： 
まあ、活躍したいとは思うけど、それ以上に
さ、失敗しないことっていうか、チームメイト
を失望させたくないっていうか。だから、相手
チームに点を入れられて、ゴールポストの下で
突っ立ってる時の気持ちより最悪なことってな
いよね。特に、それが自分のミスだったりした
らさ。 
 
チームでプレーするということは、全ての選
手がその役割を果たすことを要求する。そして、
一人でもそれが出来なければ、チーム全体が一
敗地にまみえる。チームワークという要因も選
手にとっては大事になって来ている。 
ラグビーにおけるチームという側面について
語ってくれたのは、再びシドだ。 
 
抜粋 12： 
チームメイトがいなければ何者にもなれない。
1 チーム 15 人のスポーツでは、全員が大事なん
だ。米式蹴球ならクォーターバックがグラウン
ドではチームを率いるし、バスケットボールな
ら花形選手が一人いればプレーオフまで進める
でしょ。ラグビーの面白さっていうのは、傑出
した選手が一人いたからって、試合に勝つとは
限らない、チャンピオンシップまで進めるとは
限らないってことなんだ。皆が一緒になってそ
の力を結集しないと、相手を凌駕して勝つなん
てことは出来ないんだよね。 
 
インタビューした選手の多く（全てではない
にしても）にとって、チームプレーは大きな意
味を持っていた。ある選手など、ラグビーが何
故自分にとって大事なのか、その理由を考えた
時、より意味深調な答えが浮かび上がって来る
という。もちろん、努力することや、勝利のた
めのゲームマネジメントも大事ではあるものの、
ジュリアンにとって、ラグビーとはグラウンド
上で単に結果を出すこと以上のものだと感じら
れるのである。 
 
抜粋 13： 
僕は今主将なので、男ばかりの集団を率いて
行くために頑張ってる。それって大学ⅲを卒業
したら、士官としてやる仕事と直接関係してる
んだよね。エアコンの効いた部屋から華氏 15 度
（摂氏マイナス 9 度）の屋外に出て、共通の目
標を達成するために男ばかりの集団を率いてい
かなくちゃならないんだから。 
 
ラグビーをプレーしていて良かった。そう感
じる方法は選手によって違う。チーム一体と
なって試合に勝った、死活的なミスをせずに済
んだ、或いはグラウンドを離れ、人生で成功す
るためのスキルを学んだなど、選手たちは自分
が試合や練習で行ったことから、ある種の楽し
さや達成感を発見している。 
インタビューした選手たちが、ラグビーを始
めた理由は千差万別である。その意思決定には
社会的交流が主として重要で、メディアがそれ
を補足しているようだ。けれども一旦ラグビー
を始めれば、それを続けるに当たっては、より
広範な理由が存在する。繰り返しになるが、チー
ムメイトとの社会的交流はそうした理由の重要
な一部である。 
 
調査項目２：ラグビーを選んだ意思決定に、メ
ディアはどのような役割を果たしているで
しょうか？ 
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米国人ラグビー選手がなぜ当該競技を始めた
のかということをより理解しようとするうち、
そうした意思決定にメディアが大きな役割を果
たしているのではなかろうかという考えが頭を
もたげて来た。インタビューを通じ、選手たち
の現在の生活にはメディアが一定の役割を果た
していることが明らかとなって来たものの、彼
らが初めてこのスポーツを知った初期段階では、
メディアの役割はそれほど大きくなかったこと
も確実になった。 
先に述べた通り、意思決定にメディアが最前
線の役割を果たした事例も少数存在したものの、
実際にはアスリートたちにラグビーをプレーさ
せるほどの決定的要因としては、メディアの役
割は大きくないことがすぐにわかった。それに
も関わらず、他者を勧誘するためにソーシャル
メディアを利用するという事例は増え続けてい
るのである。 
 
意思決定に影響するメディア 
調査項目 2、すなわち選手がラグビーを始め
る際にメディアが触媒として機能したかという
問いに答えるに当たっては、伝統的メディアに
よる実際の意思決定過程における役割は大きく
なかったということを何よりもまず記憶してお
かねばならない。米国人にラグビーへの関心を
持たせ、それをプレーさせようとする時、伝統
的なメディアは殆ど用いられなかったようであ
る。個人的に調べたりしない限り、米国のメディ
アでは比較的ラグビーの情報が見つかりにくい
からであろう。 
インタビューした選手の多くは、ラグビーを
始めるまで全く知識がなかったという。先に触
れたように、彼らは主として友人や家族のおか
げでラグビーをプレーし始めたと述べている。
当時、彼らは当該競技のことを何も知らず、プ
レーし始めた段階ではかなり準備不足の面が
あった。例えばロバートは、最初の試合の時で
さえこの競技のことを全く理解していなかった。
実際、彼はラグビーの試合など自分が始めるま
で見たことがなく、「どのようなものかさえわか
らなかった」と言う。 
自分でラグビーを始めるまで、どのようなメ
ディアでもラグビーを見たことがないという選
手が、今回インタビューした中では大多数で、
何人もが同様のことを繰り返し話してくれた。
但し、プレーする前に DVD でニュージーランド
の国際試合を見たことがあるというフレッドと
いう選手のインタビュー事例が一つある。また
もう一例、ロジャーの場合には友人の家でよく
ラグビーの試合を見ており、メディアが少しは
安心を与えてくれていた。それ以外には、イン
タビューした中でラグビーをプレーすると決め
る前にメディアでラグビーを見たことがあると
答えた者は皆無である。 
インタビューした選手たちがラグビーをプ
レーすると決めた際、メディアは殆ど関係な
かったものの、メディアの中のラグビー情報を
利用するケースは依然増えている。マーティン
はインタビューの中で、彼がチームのスカウト
をしていることを教えてくれた。そして、実際
にチームがどのようなスカウト活動をしている
か、またラグビーをどのように広報しているか
についても教えてくれた。 
彼によれば、学内でブースやテーブルを設け
て新人の勧誘をしている時に、YouTube に掲載
されているチームの試合や他の試合のハイライ
ト動画を流して見てもらっているという。ラグ
ビー部に入ってくれそうな学生には、チームの
Facebookや Twitterのプロフィールを見るよう
に勧めてもいる。 
表 1（既述）に示されているように、マーティ
ンはこうした戦略が有効だと信じている。特に
YouTube の短い動画は、実際のラグビーのプ
レーとはどのようなものか、グラウンドではど
んなことをするのか、新入生に見て貰える。た
だ話しただけではわからないようなことも映像
で示すことが出来るのである。 
マーティンは、NBCⅳによって米国中に放送さ
れている大学ラグビー選手権（表 1 参照）を通
じてラグビーに関心を持つ新入生が増えている
とも感じている。米国のラグビーに関しては、
大学ラグビー選手権こそが最もよく見られてい
るイベントであると彼は感じている。このイベ
ントを通して、益々多くの学生がマーティンの
ところに来るようになり、チームに入るにはど
8 
ると色んなことを考え出す。足で掻き回してや
ろうとか、体を張るぞとか、敵の考えを上回っ
てやろうとか。そんなダイナミックさ全てが、
僕にとっては凄く楽しい。 
 
選手が自らを追い込めば、活躍の機会も増え
始めるだろう。そうすれば、達成感も得られる。
だから、多くの選手にとって大事なのは、もち
ろんラグビーで活躍するということだ。けれど
も、活躍することと同じくらい大切なことは、
チームを破滅に導くような選手にならないとい
うことだ。 
フレッドは活躍したいと望んでいるが、彼に
とってはそれ以上に大事なものがある。それは、
得点に結びつくミスをしないということである。 
 
抜粋 11： 
まあ、活躍したいとは思うけど、それ以上に
さ、失敗しないことっていうか、チームメイト
を失望させたくないっていうか。だから、相手
チームに点を入れられて、ゴールポストの下で
突っ立ってる時の気持ちより最悪なことってな
いよね。特に、それが自分のミスだったりした
らさ。 
 
チームでプレーするということは、全ての選
手がその役割を果たすことを要求する。そして、
一人でもそれが出来なければ、チーム全体が一
敗地にまみえる。チームワークという要因も選
手にとっては大事になって来ている。 
ラグビーにおけるチームという側面について
語ってくれたのは、再びシドだ。 
 
抜粋 12： 
チームメイトがいなければ何者にもなれない。
1 チーム 15 人のスポーツでは、全員が大事なん
だ。米式蹴球ならクォーターバックがグラウン
ドではチームを率いるし、バスケットボールな
ら花形選手が一人いればプレーオフまで進める
でしょ。ラグビーの面白さっていうのは、傑出
した選手が一人いたからって、試合に勝つとは
限らない、チャンピオンシップまで進めるとは
限らないってことなんだ。皆が一緒になってそ
の力を結集しないと、相手を凌駕して勝つなん
てことは出来ないんだよね。 
 
インタビューした選手の多く（全てではない
にしても）にとって、チームプレーは大きな意
味を持っていた。ある選手など、ラグビーが何
故自分にとって大事なのか、その理由を考えた
時、より意味深調な答えが浮かび上がって来る
という。もちろん、努力することや、勝利のた
めのゲームマネジメントも大事ではあるものの、
ジュリアンにとって、ラグビーとはグラウンド
上で単に結果を出すこと以上のものだと感じら
れるのである。 
 
抜粋 13： 
僕は今主将なので、男ばかりの集団を率いて
行くために頑張ってる。それって大学ⅲを卒業
したら、士官としてやる仕事と直接関係してる
んだよね。エアコンの効いた部屋から華氏 15 度
（摂氏マイナス 9 度）の屋外に出て、共通の目
標を達成するために男ばかりの集団を率いてい
かなくちゃならないんだから。 
 
ラグビーをプレーしていて良かった。そう感
じる方法は選手によって違う。チーム一体と
なって試合に勝った、死活的なミスをせずに済
んだ、或いはグラウンドを離れ、人生で成功す
るためのスキルを学んだなど、選手たちは自分
が試合や練習で行ったことから、ある種の楽し
さや達成感を発見している。 
インタビューした選手たちが、ラグビーを始
めた理由は千差万別である。その意思決定には
社会的交流が主として重要で、メディアがそれ
を補足しているようだ。けれども一旦ラグビー
を始めれば、それを続けるに当たっては、より
広範な理由が存在する。繰り返しになるが、チー
ムメイトとの社会的交流はそうした理由の重要
な一部である。 
 
調査項目２：ラグビーを選んだ意思決定に、メ
ディアはどのような役割を果たしているで
しょうか？ 
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全米に中継されるイベントに出場するような
チームの一員であることは、ラグビー選手に深
い感銘を与えることが出来る。ジョニーは大学
ラグビー選手権にチームが招待されたことを、
「荘厳な気分」という言葉で表現する。こうし
た高いレベルでの 7 人制出場機会に恵まれたこ
とで、ジョニーは例えば NBC で時々放送されて
いる IRBⅶ国際 7 人制シリーズのようなより多
くの試合を見るようになった。 
ラグビーを継続しその経験を深めることで、
ジョニーはインターネットでラグビーに関する
記事や試合評を検索するようになった。また、
ユニバーサルスポーツ（NBC とパートナーを組
む）や NBC で試合を見るようにもなった。ジョ
ニーはまた、ESPN がそのホームページに
espnscrum.com と題したセクションを設け、ラ
グビーに参入して来たことについても触れた。
彼は自分がラグビーを始めて以来、メディアの
扱いが改善されて来たことが印象深いと言う。
彼は言う。「メディアがラグビーを全く扱わな
かった時代から、今やその気になれば簡単に発
見出来る。凄いことだよね」。 
テレビだけではなく、ソーシャルメディアも
含め、メディアにおけるラグビーが成長しつつ
あることにシドは同意する。大学ラグビー選手
権は NBC テレビによる放送だけではなく、
YouTube でも生配信されており、試合が終わっ
た後にも再配信されている。 
大学ラグビー選手権はマーティンも、チーム
への新人スカウト時に大事だと評価していた。
チームのスカウトとして、彼は新人選手がどこ
からやって来るのかを知っている。そして、大
学ラグビー選手権こそがこの競技へと選手たち
を運んで来る重要な機会になっていると信じて
いるのである。彼らはそれをテレビで見て、関
心を抱いてやって来るのだ（表 1 参照）。 
今回インタビューした選手たちが口にした
ホームページやソーシャルメディアはそれぞれ
異なってはいたものの、自分たちがそれらのサ
イトでどのようにラグビーの情報を得ているか、
他の選手たちはどのような使い方をして情報を
得ているかについて教えてくれた。彼らにとっ
ての主たる情報源はどうやら YouTube のようで
（次点は Rugby Dump）、短い映像、練習用の動
画、試合のハイライト、その他あらゆる類のラ
グビー関連動画を見ているらしい。 
インタビューした選手によると、例えば
rugbymag.com のようなラグビーについての記
事を掲載しているサイトも見ているようだ。そ
うした情報源から目指す素材を見つける方法の
一つが、Facebook のようなソーシャルメディア
で あ る 。 シ ド は 自 分 で も Rugby Dump や
rugbymag.com、或いは Serevi Rugby その他のサ
イトをチェックするが、他方で Facebook のグ
ループに投稿されたリンクを辿って、それ以外
の記事情報に行き着く場合もある。実際、
Facebook なら能動的に探す努力をせずとも、ラ
グビーのニュースや記事を見つけられるだろう
とシドは言う。 
ソーシャルメディアは、他者に対して試合の
広報を行う目的でも利用されている。チームの
スカウトであるマーティンは、スカウトの際の
YouTube や Facebook、或いは Twitter の重要性
について語っていた。試合予定その他、入部に
役立つ情報が Facebook や Twitter に投稿され
ているので、自分のチームがより公共の目に止
まりやすくなるというのである。 
ジュリアンは、ソーシャルメディアこそが人
をラグビーへと運んで来ると見ている。ソー
シャルメディアのプロフィール欄にラグビー情
報を投稿すれば、より多くの友人たちが当該競
技に触れることが出来る、と彼は言う。 
彼はまた、自分の両親がジュリアンのラグ
ビーに関する情報をどのように投稿していたか、
そしてそれが「隣人たちをこの競技にどれだけ
熱狂させることになったか」、さらには近隣に住
むより多くの若者たちが競技への関心を高め、
自らプレーするようになったことまで語ってく
れた。人は Facebook を 1 日に何度も見ている
のだから、ラグビーにより多くの関心を持って
貰うにはそれも一つの方法だとジュリアンは言
う。彼や彼のチームメイトが投稿する記事を 1
日に何度か見ることで、多くの人がやって来て、
試合や練習の時にチームを支援してくれるよう
になったのである。 
ソーシャルメディアはまた、人がラグビーを
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うしたら良いかと聞くのだ。ただテレビで見た
というだけなのに。 
先に（表 1 でも）示したように、YouTube の
ようなメディアは、マイケルのようにラグビー
に元々興味があったという者を、実際にプレー
させるための手助けとなっている。インタ
ビューした選手たちが、ラグビーをプレーしよ
うと決めたことに対してメディアは大した影響
を与えなかったものの、一度ラグビーを始めれ
ば、メディアは選手たちの生活（ラグビーが上
手になりたいという欲求を増幅することも含む）
にとってより重要なものとなる。 
 
メディアにおける情報不足と重要性の低さ 
ラグビーがもっとテレビで取り上げられるよ
うになって欲しいかと尋ねたら、ロバートは明
らかに興奮した口調で、絶対そう思うと声高に
答えてくれた。放送が増えたら、確実にもっと
ラグビーを見るようになるだろうとも。 
彼にとって、米国内の放送でラグビーを見つ
けることは至難の技である。彼の言葉を借りれ
ば、インターネット上でちゃんとした生配信を
見つけることさえなかなか達成出来ないという。
米国メディアによるラグビーの扱いを表現する
のに、彼が用いた単語は「ゾッとする」だった。
インタビューに答えた他の選手たちも、特にテ
レビでラグビーの動画がもっと増えて欲しいと
答え、大きな関心を示した。 
メディアによる米国ラグビーの扱いは増えつ
つあるものの、依然としてその質やこの競技に
関する全般的な知識についてはまだまだである。
マーティンは、少なくとも放送やアナウンサー
に関する限り、情報量がとても少ないと思って
いる。彼によれば、試合中、解説者は目の前で起
こっていること全てを説明しようとするという。 
 
抜粋 14： 
7 人制トーナメントとか、試合を見る度に素
人向けの放送だと感じる。だって、ノックオン
とは何か、スクラムとは何か、ラインアウトと
は何か、いつだって説明してるんだから。解説
というよりは、試合のルールに関する説明だよ
ね。放送関係者が最も広範なファン層にアピー
ルしようとしている理由は僕も理解してるんだ
けれど、ルールなんてすぐにわかっちゃうから、
聞いてるとちょっと退屈だよね。 
 
ジュリアンには、スポーツ放送が才能あるラ
グビー選手を侮辱しているように見える。彼ら
は高いレベルでプレーしており、素晴らしいハ
イライト動画すら生み出せるのに、「ESPNⅴでは
そんなもの見られない」からだ。メディアが扱っ
てくれないということは、「スポーツにとっては
実に有害だ」とジュリアンは感じている。米国
におけるラグビーのレベルが、米式蹴球のそれ
よりも遥かに劣っているように見えてしまうか
らである。米国のメディアによるラグビーの見
せ方は、「他の国のレベルには絶対に達していな
いし、将来あるべき姿とも全く異なる」とマー
ティンは信じている。 
 
現役選手にとってのメディアの重要性 
こちらから話を振ることはなかったものの、
インタビューでは大学ラグビー選手権について
殆どの選手が語ってくれた。米国のラグビーに
とって、この選手権が NBC の手によりどのよう
に全米で放映されるかがとても重要だというの
である。今年ⅵは大学カップの決勝戦もテレビ
中継されたが、それについても今回インタ
ビューした選手の多くが米国でのラグビーの発
展にとって大きな一歩だと語ってくれた。もう
一つ印象的なことは、大学カップはまだ始まっ
て 2 年目だということである。つまり、これほ
ど早い段階で放送が決まったということは、選
手権の歴史の中で決して小さなことではない。 
米国でラグビーが見られる可能性は徐々に高
まっており、インタビューが進むに連れてそれ
は明らかとなっている。以前なら、テレビでラ
グビーを見るためにはサッカーかラグビーの専
門チャンネルと契約するしか方法がなかった。
けれども今なら、大学ラグビー選手権や大学
カップ（表 1 参照）、さらには 7 人制の国際トー
ナメントなどが年中放送されており、よりアク
セスしやすくなりつつある。ロバートによれば、
メディアによるラグビーの扱いは「徐々にでは
あるが確実に」改善されている。 
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全米に中継されるイベントに出場するような
チームの一員であることは、ラグビー選手に深
い感銘を与えることが出来る。ジョニーは大学
ラグビー選手権にチームが招待されたことを、
「荘厳な気分」という言葉で表現する。こうし
た高いレベルでの 7 人制出場機会に恵まれたこ
とで、ジョニーは例えば NBC で時々放送されて
いる IRBⅶ国際 7 人制シリーズのようなより多
くの試合を見るようになった。 
ラグビーを継続しその経験を深めることで、
ジョニーはインターネットでラグビーに関する
記事や試合評を検索するようになった。また、
ユニバーサルスポーツ（NBC とパートナーを組
む）や NBC で試合を見るようにもなった。ジョ
ニーはまた、ESPN がそのホームページに
espnscrum.com と題したセクションを設け、ラ
グビーに参入して来たことについても触れた。
彼は自分がラグビーを始めて以来、メディアの
扱いが改善されて来たことが印象深いと言う。
彼は言う。「メディアがラグビーを全く扱わな
かった時代から、今やその気になれば簡単に発
見出来る。凄いことだよね」。 
テレビだけではなく、ソーシャルメディアも
含め、メディアにおけるラグビーが成長しつつ
あることにシドは同意する。大学ラグビー選手
権は NBC テレビによる放送だけではなく、
YouTube でも生配信されており、試合が終わっ
た後にも再配信されている。 
大学ラグビー選手権はマーティンも、チーム
への新人スカウト時に大事だと評価していた。
チームのスカウトとして、彼は新人選手がどこ
からやって来るのかを知っている。そして、大
学ラグビー選手権こそがこの競技へと選手たち
を運んで来る重要な機会になっていると信じて
いるのである。彼らはそれをテレビで見て、関
心を抱いてやって来るのだ（表 1 参照）。 
今回インタビューした選手たちが口にした
ホームページやソーシャルメディアはそれぞれ
異なってはいたものの、自分たちがそれらのサ
イトでどのようにラグビーの情報を得ているか、
他の選手たちはどのような使い方をして情報を
得ているかについて教えてくれた。彼らにとっ
ての主たる情報源はどうやら YouTube のようで
（次点は Rugby Dump）、短い映像、練習用の動
画、試合のハイライト、その他あらゆる類のラ
グビー関連動画を見ているらしい。 
インタビューした選手によると、例えば
rugbymag.com のようなラグビーについての記
事を掲載しているサイトも見ているようだ。そ
うした情報源から目指す素材を見つける方法の
一つが、Facebook のようなソーシャルメディア
で あ る 。 シ ド は 自 分 で も Rugby Dump や
rugbymag.com、或いは Serevi Rugby その他のサ
イトをチェックするが、他方で Facebook のグ
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Facebook なら能動的に探す努力をせずとも、ラ
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とシドは言う。 
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ているので、自分のチームがより公共の目に止
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ジュリアンは、ソーシャルメディアこそが人
をラグビーへと運んで来ると見ている。ソー
シャルメディアのプロフィール欄にラグビー情
報を投稿すれば、より多くの友人たちが当該競
技に触れることが出来る、と彼は言う。 
彼はまた、自分の両親がジュリアンのラグ
ビーに関する情報をどのように投稿していたか、
そしてそれが「隣人たちをこの競技にどれだけ
熱狂させることになったか」、さらには近隣に住
むより多くの若者たちが競技への関心を高め、
自らプレーするようになったことまで語ってく
れた。人は Facebook を 1 日に何度も見ている
のだから、ラグビーにより多くの関心を持って
貰うにはそれも一つの方法だとジュリアンは言
う。彼や彼のチームメイトが投稿する記事を 1
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ソーシャルメディアはまた、人がラグビーを
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うしたら良いかと聞くのだ。ただテレビで見た
というだけなのに。 
先に（表 1 でも）示したように、YouTube の
ようなメディアは、マイケルのようにラグビー
に元々興味があったという者を、実際にプレー
させるための手助けとなっている。インタ
ビューした選手たちが、ラグビーをプレーしよ
うと決めたことに対してメディアは大した影響
を与えなかったものの、一度ラグビーを始めれ
ば、メディアは選手たちの生活（ラグビーが上
手になりたいという欲求を増幅することも含む）
にとってより重要なものとなる。 
 
メディアにおける情報不足と重要性の低さ 
ラグビーがもっとテレビで取り上げられるよ
うになって欲しいかと尋ねたら、ロバートは明
らかに興奮した口調で、絶対そう思うと声高に
答えてくれた。放送が増えたら、確実にもっと
ラグビーを見るようになるだろうとも。 
彼にとって、米国内の放送でラグビーを見つ
けることは至難の技である。彼の言葉を借りれ
ば、インターネット上でちゃんとした生配信を
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抜粋 14： 
7 人制トーナメントとか、試合を見る度に素
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である。今年ⅵは大学カップの決勝戦もテレビ
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展にとって大きな一歩だと語ってくれた。もう
一つ印象的なことは、大学カップはまだ始まっ
て 2 年目だということである。つまり、これほ
ど早い段階で放送が決まったということは、選
手権の歴史の中で決して小さなことではない。 
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メディアによるラグビーの扱いは「徐々にでは
あるが確実に」改善されている。 
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るところが大きい。今回記録された事例の一つ
一つを見ると、他者から招待を受けた、或いは
また友人や家族、その他の人から継続的にラグ
ビーの話を聞かされた、さらにはインターネッ
ト上で入手出来る情報が増えて来た、などであ
る。今回インタビューした選手たちは、こうし
たことを通じてラグビーへの関心を持つことと
なった。チームに入ったり、プレーを開始した
りするには十分だろう。 
第二の疑問は、選手たちがより人気の高いス
ポーツではなく、ラグビーをプレーしようと決
めたことについて、メディアはどのような役割
を果たしたかというものだった。今回インタ
ビューした選手たちによれば、初期段階でメ
ディアが果たした役割は大きくはないというこ
とだった。実際、ラグビーの新人選手を生み出
すという点において、伝統的なメディアが果た
した役割はごく最小限に止まる。 
ただ、ラグビーを始めるかどうかの決定にメ
ディアが関わった事例が二つ、三つあった。珍
しい事例ではあるものの、少なくとも試合につ
いてもっと学びたいという、より深みのある関
心を惹起せしめたのは確かなようである。けれ
ども現在の伝統的なメディアが、米国人を、身
の回りにある他のスポーツではなくラグビー場
へと向かわせるには、ごく小さな役割しか果た
していないのは明らかである。 
皆が既に知っていたり、ファンであったりす
るようなスポーツから米国人を方向転換させ、
別のよく知られていない競技へと導くには、社
会レベルでの意思疎通が最も重要なようだ。お
そらくそれは、メディアにおけるラグビーの存
在感が、特に米式蹴球や野球、バスケットボー
ルなどの他のスポーツ放送と比べてまだ小さい
からだろう。 
理由の如何を問わず、データが示しているの
は、友人、家族、それ以外の他者との社会的な
意思疎通（面と向かっての意思疎通、及びソー
シャルメディアを通じた拡大版の意思疎通の両
方）こそが、望ましい効果を発揮し得るという
ことである。人をして新たな、外国生まれのス
ポーツを選択させるに十分なほどの効果を、と
いう意味である。 
先行研究ⅷのところで述べたように、対人コ
ミュニケーションはそれが為されている現場の
人たちに影響を与え、彼らを説得し、さらには
人間関係にまで影響を及ぼすことが出来る。本
調査では、友人や家族、その他の人たちとのコ
ミュニケーションは、選手がラグビーをプレー
し始めることに対して影響を与えることを同様
に明らかにした。それだけではなく、実際、そ
の影響に基づいて選手たちが行動するように説
得さえするという点でも、対人コミュニケー
ションは重要である。 
人間関係も、こうした対人コミュニケーショ
ンによって影響される。インタビューした選手
たちは、チームメイトとの関係がいかに重要
だったか、何度も何度も口にした。特筆すべき
は、チームメイトとの関係を描写するに際して
彼らが用いた言葉であった。つまり、「兄弟」或
いは「兄弟のような関係」といった言葉が何度
も言及されたのである。 
アスリート個人も、プロや大学のスポーツ
チームも、同じようにソーシャルメディアに注
目して来た。彼らがプレーしているスポーツが、
たとえ伝統的なメディアに統合されていても、
だ。ソーシャルメディアが加わった理由は、情
報を直接ファンに届けるためだ。毎日何百万も
の人々がソーシャルメディアを利用し続け、
ソーシャルメディアは彼らが情報を得るのに十
分な時間を与えている。この場合の情報とは、
ニュースリポート、スコア、チームの最新情報、
画像、そして動画だろう（Bakalar, 2013）。 
米国におけるラグビーの発展は、ソーシャル
メディアの利用が増えていることに起因するの
かもしれない。放送メディアがラグビーをそれ
ほど扱わない一方で、ソーシャルメディアはラ
グビーのような新興スポーツが声を上げ、放送、
或いは伝統的なメディアだけに頼っていたら不
可能であっただろう数の世帯に入り込むための
方策を提供して来たのである。 
放送メディアは既に多様なスポーツで満杯状
態だが、Facebook や YouTube のようなソーシャ
ルメディアは、電波を独占している米式蹴球や
バスケットボールのようなビッグスポーツと直
接競い合うことなく、ラグビーを多くの世帯に
12 
理解して行く時にも有効だとマイケルは思って
いる。彼によれば、殆どの人は自分の Facebook
や Twitter にラグビーのリンクが張られていれ
ば、自然にそれをクリックするものだというこ
とを発見したという。「見ればそれが何なのか知
りたくなるでしょ。ラグビーを知らない人がラ
グビーの短い動画を見て、これ格好良いねって
話すのを何度も聞いたことがあるよ」。 
インタビューした人の中には、他にもこんな
ことを語ってくれた人がいる。チームへの関心
を高め、ファンを増やすという点で、Facebook
にラグビーの動画や記事を投稿するのは一つの
方法だと。ある一つの学校チームのファンとい
う以上に、ラグビーという競技そのもののファ
ンをね、とも。 
シドはメディアを何度も利用したことで、ラ
グビーへの関心が増したと信じている。彼の理
屈は、「何かを知れば知るほど、益々それを調べ
てみたくなり、さらに関心が高まる」というも
のである。マイケルは主として YouTube でよく
ラグビーを見るようになったと感じており、ラ
グビーを始めた最初の数年に比べれば、試合に
対する理解度が上がったという。彼は単に試合
を見るだけでなく、指導用の動画も見ており、
試合で用いるある種のスキルや知識を発展させ
る際には有効であるという。 
マテューはメディアに関して、ラグビーでの
成長をそれがどのように助勢してくれたかとい
う点において異なる態度を有している。彼の大
学は全米で放送されている大学ラグビー選手権
に出場しており、その選手として、彼はメディ
アが自らを鼓舞してくれていると言う。おかげ
で、より激しく厳しい練習へと駆り立てられて
いるというのだ。それは必ずしも試合に勝ちた
いという欲求ゆえではなく、全米で放送される
からには、自分にはもっとやれることがあるは
ずだという理由による。自分のプレーする姿が
全米に中継されるかもしれないという可能性は、
グラウンドの内外で彼の練習に対する習慣を変
えてしまった。 
同じ文脈で、フレッドも DVD でプロのラグ
ビーを見ることが、試合中の自分のプレーを変
えたと言う。プロの試合を初めて見た時、「頭を
殴られたような気がした。自分がやるはずだっ
たことについてプロの試合を見る前と後では考
え方が違ってしまい、何と甘い考えだったか気
付いた」のだと言う。 
調査項目 2 は、インタビューに答えてくれた
選手たちがラグビーを始めると決めた時に、メ
ディアはどのような役割を果たしたかというも
のだった。回答を見る限り、伝統的なメディア
は当該競技に新人選手を送り込むという点では、
その役割は小さい。実際、メディアがそうした
決定を少しでも後押ししたという事例は二つに
止まる。 
けれども、インタビューした選手たち全員が、
一旦当該競技を始めた後にはメディアは重要な
役割を果たしたのである。選手たちは自らのス
キルを高めるため、また競技への意欲を高める
ためにメディアを利用していた。彼らは、選手
をスカウトするために、様々なタイプのメディ
アを利用してもいた。それゆえ、インタビュー
したラグビー選手たちが当該競技を始めた時点
ではメディアはさほど大きな役割を果たしては
いないものの、時を経て、米国にもラグビーの
新世代たちが生まれている。彼らは、他者にラ
グビーを推奨する手段としてメディアの使い方
をあれこれと試しているようだ。 
確かに、メディアはこうした選手たちがラグ
ビーをプレーするための決定要因としては殆ど
認知されていないけれど、ソーシャルメディア
が世帯に浸透し続けるに連れ、それは人々がラ
グビーをプレーし始めるよう仕向けるための大
きな力となりつつある。 
 
第五章：ディスカッション 
 
本研究における当初の疑問は、米国人アス
リートがより人気の高いスポーツではなくラグ
ビーをプレーすることを選ぶのは何故かという
ものだった。インタビューで集めた全ての結果
から判断すると、米国において他のより人気の
あるスポーツではなく、ラグビーをプレーする
ことを選ぶ主な要因は、YouTube や Facebook の
ようなソーシャルメディアで共有されるような
情報も含め、他者とのコミュニケーションによ
12
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接競い合うことなく、ラグビーを多くの世帯に
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理解して行く時にも有効だとマイケルは思って
いる。彼によれば、殆どの人は自分の Facebook
や Twitter にラグビーのリンクが張られていれ
ば、自然にそれをクリックするものだというこ
とを発見したという。「見ればそれが何なのか知
りたくなるでしょ。ラグビーを知らない人がラ
グビーの短い動画を見て、これ格好良いねって
話すのを何度も聞いたことがあるよ」。 
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を高め、ファンを増やすという点で、Facebook
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グビーへの関心が増したと信じている。彼の理
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のである。マイケルは主として YouTube でよく
ラグビーを見るようになったと感じており、ラ
グビーを始めた最初の数年に比べれば、試合に
対する理解度が上がったという。彼は単に試合
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第五章：ディスカッション 
 
本研究における当初の疑問は、米国人アス
リートがより人気の高いスポーツではなくラグ
ビーをプレーすることを選ぶのは何故かという
ものだった。インタビューで集めた全ての結果
から判断すると、米国において他のより人気の
あるスポーツではなく、ラグビーをプレーする
ことを選ぶ主な要因は、YouTube や Facebook の
ようなソーシャルメディアで共有されるような
情報も含め、他者とのコミュニケーションによ
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んな余地がなかったかもしれない国で、成長し
発展するための余地を見つけることが可能に
なったのだ。 
いつでも好きな時に、ラグビーの動画や短い
映像が簡単に見られる YouTube があることで、
人々は自分の欲しい映像を伝統的なメディアが
流してくれるのを待つことなく、欲しい時に欲
しい映像を見つけることが出来る。 
同様に、Facebook のようなソーシャルメディ
アがあることで、ユーザーはラグビー動画を個
人のプロフィール欄にアップロードすることが
可能となる。そうすると、そもそも検索さえし
なかったであろう、より多くの人々が当該動画
を目にすることも可能になるのである。破壊的
イノベーション理論こそ、米国でラグビーが人
気スポーツとして台頭するために必要なものか
もしれない。 
 
ラグビーの試合を増やす 
本調査が示したように、米国において、ラグ
ビーの試合を増やすことは可能である。仮に、
ラグビー関係者が米国における競技の知名度を
上げたいのなら、当該競技を説明、宣伝するこ
とに積極的になるはずである。伝統的なメディ
アが扱ってくれるのを待っていても、今より
ずっと広汎な層へ訴求するにはかなりの時間が
かかりそうだ。 
そうすると、ラグビーの発展は選手個人や
ファン、さらには当該競技を広めるためのソー
シャルメディアの利用増といったところにその
責任がかかっているように見える。友人であれ、
親であれ、スカウトしてくれたコーチであれ、
本調査でインタビューした選手は一人残らず、
そうした他者を通じてラグビーを始めている。
メディアの助けを受けたという場合もあるには
あったが、もし友人からの励ましがなかったな
らば、メディアの影響を受けたというそうした選
手たちも、ラグビー選手となる最初の一歩を踏み
出していたかどうか、断言することは難しい。 
現状では、米国におけるラグビーは新興ス
ポーツなのである。発展すればするほど、認知
度は高まるだろうけれど。 
若年層にラグビーを紹介することは、当該競
技が地域で発展することの助けとなり得る。今
回のインタビューによれば、高校時代にラグ
ビー経験のある者は、友人の話に触発されてい
る。そして一旦ラグビーを始めた者は、自分も
また他の友人にラグビーチームにいることを開
けっ広げに話すのだ。 
若くしてラグビーを始めた選手たちは、この
競技により献身的になる傾向があるようだ。大
学でラグビーを始めた選手たちは、もちろんプ
レーすることを楽しんでいるし、競技に関係す
る新たな社会環境や交流すらも謳歌している。 
けれども、より若い年代、例えば高校時代に
ラグビーを始めた者たちは、ラグビーの試合そ
のものへの愛情の深さという点でより献身的に
見える。大学以前にラグビーを始めた彼らのよ
うな若者の場合、その主なきっかけは他者から
このスポーツのことを教わったり聞いたりした
ことだ。彼らにとって、友人や家族によるラグ
ビーの話は魅力的に思えたのだ。彼らはラグ
ビーを始め、過去は決して振り返らなかった。 
米国におけるラグビーが、より献身的なファ
ンや選手に恵まれたスポーツになりたいのなら、
選手たちはより若い時期にラグビーを始める必
要があるように思う。メディアが扱ってくれる
のを待つよりも、むしろ一人一人の個人がラグ
ビーの広報係になって宣伝すれば、それは可能
であろう。 
 
大学チームの効果 
多くの大学チームにとって、ラグビーはクラ
ブでの競技である。それゆえ、大して広報もさ
れないし、学内でさえ余り知られていない。広
報活動に努めている大学ラグビーチームにとっ
て、最重要の広報手段の一つは口コミらしい。 
ラグビーの宣伝という点で、メディアの扱い
は増えていると見られているものの、それは例
えば全国規模での支持を増やすといった場合に
限っての話だ。今よりも速いスピードでラグ
ビーが発展するためには、その前にやるべきこ
と、つまり選手、コーチ、学生、一般大衆それ
ぞれの間で、チームの認知度をより高めるため
の口コミがもっと増えなければいけないだろう。 
選手のスカウトに関しても、大学チームは
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届けることが出来る。 
インタビューでわかったように、彼らアス
リートはソーシャルメディアこそ彼らの要求に
最も相応しいプラットフォームだと考えている。
Rugby Dump は彼らが何度も口にしたインター
ネットサイトの一つで、そこに行けば選手のコ
ンタクトプレーや得点、その他ラグビーに関す
る短い動画が簡単に見られるという。 
YouTube もアスリートたちにとって社会生活
の重要な一部である。彼らにとって、トレーニ
ングのための動画や試合のハイライト映像、は
たまた現在行われている試合の生中継などを見
つけることは重要だ。アスリートたるもの、ス
ポーツの進化に遅れることは出来ないし、継続
して体を鍛え、上手くなるよう練習することは
欠かせないからだ。こうしたメディア市場は、
ラグビーが米国文化の中で今以上の立場を確立
するために必要なものである。 
伝統的なメディアは、人々にラグビーを知ら
しめ、プレーさせるという点では大した触媒と
なっていないようだ。けれども、ソーシャルメ
ディアにおけるラグビーは、人々が外に出て、
ラグビーを継続的にプレーするようになる要因
としては大きな存在であるようだ。 
一旦この競技の虜になった人が次に向かう場
所はインターネットである。自分が今プレーし
ているスポーツの、動画や記事を探すためだ。
そうしたオンラインのニュース記事、論評、動
画、ハイライト映像に触れることで、選手たち
は自分がプレーしている新しいスポーツについ
て、より多くのことを知ることが出来るし、練
習して上手くなろうとする気持ちもより強くな
るのである。 
忘れてならないのは、他者―とりわけ重要な
のはチームメイトだが―との社会的な交流も、
新人選手がプレーを続けて試合に出るようにな
るという点では同じ影響力を持つということで
ある。これらの選手と同じチームにいる友人た
ちこそ、彼らが競技で成功を収める上で最も大
きな要因なのである。 
インタビューによれば、選手たちはチームメ
イトのことを、友達だけでなく「兄弟」とさえ
呼び始めるようになるほど、両者は近しい存在
となる。チームメイトを兄弟と呼ぶことで、お
互いの絆が友情以上に強い何かであることがわ
かる。そうした絆こそが、選手として、またチー
ムとして、彼らが何者であるかを規定するよう
になる。 
つまるところ、ソーシャルメディアや対人コ
ミュニケーションがラグビーをよく知らない人
にラグビーをプレーするよう手助けしたのと比
べれば、伝統的なメディアはさほど大きな役割
は果たさなかった。そのかわり、このメディア
は選手たちがチームに留まり、継続的に練習し、
自分が始めたスポーツのことを学ぼうとするた
めの手助けとなった。 
そして、選手たちが同じチームに留まること
によって、チームメイト同士の友情は強まり、
チームとしての一体感を高めるほどの絆となっ
た。伝統的なメディアがラグビーという競技の
発展に果たした役割は最小限に止まるが、ソー
シャルメディアや他者との交流は、新たなス
ポーツ―今から学ぼうとする者にとっては外国
生まれのものに見えるだろうけれど―を紹介す
るという初期の段階では死活的に重要である。 
 
破壊的イノベーション 
米国でラグビーが戦うつもりなら、声を上げ
るための新たな手段を活用する必要があるだろ
う。破壊的イノベーションの理論は、新規の顧
客やユーザーのために創造された新たな考え方
やイノベーションは、既に成功している企業を
害する可能性があることを示唆している
（Christensen, 1997）。初期の事例では、ろう
そくの市場を破壊しようと台頭した電球の市場
がある（Thomond ＆ Lettice, 2002）。電球の登
場と共に、ろうそくは突然利用価値がなくなり、
その市場は消えた。Thomond ＆ Lettice はさら
に DVD 市場の破壊的イノベーションという、現
代の潮流についても説明しており、市場への参
入が効果的であったこと、またそれによって
VHS の市場が時代遅れになったとも述べている。 
ソーシャルメディアは、破壊的イノベーショ
ンの可能性を秘めて台頭した。それによって、
ラグビーのごとくより小さな新興勢力が、既存
の伝統的メディアを押しのけ、別な方法ではそ
14
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をプレーするに至った理由を調べた。 
ラグビーを選んだ者たちの出身地は全米の至
るところであり、従ってそれぞれ異なる生活背
景を持つ。しかしそれでも、ラグビーをプレー
しようと決めたことについては、似たような話
を全員が共有していた。プレーし始める前でさ
え、友人や家族は彼らにラグビーの話をし、そ
うした意思疎通を基礎に選手たちは競技への関
心を高めて行ったのだ。 
関心が大きくなると、人はラグビーという競
技に引き込まれる。そしてついには、それをプ
レーするようになるのだ。他者との社会的交流
は、新人アスリートをラグビーというスポーツ
へと誘い、参加を動機づけるための鍵となる要
因として台頭して来ている。他者との対話がな
ければ、米国におけるラグビーの成長は全く停
滞していたかもしれない。米国におけるこの未
開拓な競技に興味を持たせるには、対話こそが
重要なのである。 
米国のメディアにおいてラグビーは台頭する
スポーツのように見えるものの、伝統的なメ
ディアにはまだやるべきことが残っている。新
人選手にラグビーへの関心を持たせ、実際に競
技を始めるような動機を与えること、そのため
の効果的な努力である。とは言え、メディアは
ラグビーを始めようと決めた選手に、そのプ
レーを継続させることに対しては役割を果たし
ている。メディアのラグビー情報に触れること
で、選手たちは単にプレーするだけでなく、改
善し、成長し、強くなろうとするのだから。メ
ディアを利用して、選手としての役割をより良
く理解したり、実際の試合がどのように行われ
るか見ようとしたりすることは、既にラグビー
選手となった者が成長するための重要な部分で
ある。 
チームメイトとの社会的交流も、新人ラグ
ビー選手を競技に留まらせるための大きな要因
である。チームメイトとの関係は、一緒にプレー、
練習するに連れ成長し強くなる。そしてついに
は、選手たちが兄弟のような関係と呼ぶ、友情
よりも強固な絆となるのだ。 
インタビューした選手たちの大半は、こうし
た関係が鍵となって、ラグビーをプレーし続け
るための手助けとなったと言う。ラグビーはス
ポーツ以上の存在なのである。こうした選手た
ちにとって、ラグビーはライフスタイル、社会
環境であり、友人やチームメイトに対してだけ
でなく、自分自身にも自らの価値を証明出来る
場所でもあるのだ。 
ラグビーは米国において台頭しつつあるス
ポーツであり、その勢いを継続し、ましてや成
長のスピードを早めようとするのなら、より多
くのことが為されなければならない。もちろん、
個人の努力よりメディアの方がもっと多くの対
象者に届くだろう。けれど、メディアの持つそ
うした能力とは裏腹に、その影響力に関しては、
ラグビーと個人的な関係を持つこと以上のもの
ではない。米国に新たなプロラグビーリーグが
発足するという。新リーグが成功するには、人
と人を繋げていくこうした個人の力が大事な要
因となることを証明出来るのではなかろうか。
大学や高校のラグビーチームの場合、競技を周
知するための最も効果的な方法は、ずっと人対
人の直接的な関係だったのだから。 
 
限界と今後の研究 
本研究は米大陸各地のラグビー選手を対象と
したため、実際に各選手と会って意思疎通を図
ることは不可能であった。面と向かってインタ
ビューするかわりに、会話は電話で行うことと
なった。電話のみを意思疎通の手段として使っ
たことで、調査者は会話中、ある種の非言語コ
ミュニケーションで示されたものを捉えること
が出来なかった。この点は将来の研究によって
是正されるだろう。つまり、遠くにいる調査者に
電話するというよりは、じっくり座って直接話
しますよ、という地域のグループを探すことだ。 
さらに言えば、チームによってコーチとの連
絡がうまくいかなかったことも本研究が有する
限界の一つであった。コーチたちは概して協力
的で、研究に支障はなかったものの、時間通り
に意思疎通が出来なかったり、連絡さえして来
なかったりしたコーチも数人いた。 
繰り返しになるが、この点は地域のラグビー
チームを選び、コーチを個人的に訪問すれば解
決出来る。その際、コーチには研究の内容や重
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もっと露出を増やさないといけないのではなか
ろうか。そして学内では、出来るだけ多くの学
生に語りかけ、交流を深めることが必要だ。高
校や町のスポーツクラブ、その他、若者が無数
のスポーツに親しんでいる場所を訪問するのも、
新たな若い才能をスカウトするには役立つかも
しれない。 
ラグビーを周知するには、選手もコーチもス
カウトにより熱心にならなければならないだろ
う。メディアが新人選手を呼び込んで来るのを
頼ってばかりでは、せいぜい一人か二人の新人
が時折入ってくる程度が関の山かもしれない。
外に出て自分の体を動かし、人と実際に接した
り、ラグビーを語ったりする方が、間違いなく
ずっと早いだろう。催し物などの際にブースを
設ければ、ファンに Facebook やチームのホーム
ページを知らせることが出来る。そう Bakalar
（2013）は示唆している。面と向かっての交流
こそ、チームの広報に役立つということだ。 
 
米国にプロラグビーを構築する 
米国にプロのラグビーリーグを作るため、話
し合いや活動が続いている（Dart, 2013; Hardy, 
2014）が、可能な限り多くの協力者を巻き込む
ことが重要になるだろう。先行研究のところで
触れた通り、放送による収入は競技の運営に欠
かせないし、観客の有無によって、米国におけ
る新たなプロスポーツリーグの華々しい門出と
なるか、それとも終わりの始まりとなるかが決
まって来るだろう。今のところどうにか持ち堪
えているメジャー・リーグ・サッカーが出来る
前、米国におけるサッカーは多くの失敗を繰り
返して来た。 
米国におけるプロのラグビーが成功するため
には、それを支援する必要がある。ラグビー選
手やファンからだけではなく、試合を一度も観
たことがないという人からの支援も、だ。誰か
がラグビーをプレーするよう決断させたのと同
じく、誰かがラグビーの試合を観るよう、効果
的な方法で手助けするのだ。おそらく、効果的
な市場戦略とは、多くの人で混雑した場所から
目に見える公開の場へ、ラグビー選手たちを連
れ出すことだろう。そして、彼らがこの国で何
を始めようとしているのか、はっきりと見ても
らうことだろう。 
本研究でわかったことは、あるスポーツの競
技人口を増やすという点で、伝統的なメディア
が出来ることは限られているということだ。お
そらく、観客数を増やすという点においても同
じであろう。 
本研究でもう一つわかったことは、他者をし
てラグビーをプレーせしめるためには、対人的
な意思疎通が重要だということである。米国の
ラグビーがここまで発展した陰には、こうした
面と向かった人的交流が重要な役割を果たした
のである。そしてそれこそが、米国のプロラグ
ビー成功のための駆動点となることも大いにあ
り得るだろう。さらに言えば、ソーシャルメディ
アが仲介する意思疎通及びソーシャルメディア
それ自体が、新たなプロリーグ促進のための効
果的な方法となるかもしれない。 
 
第六章：結論 
 
スポーツはずっと長い間、私たちの身の回り
に存在していた。ただ、放送メディアがスポー
ツの領域に入り込むに連れ、暗闇に置いてきぼ
りになるスポーツが現れた。放送メディアはス
ポーツの成長を助けもしたが、同時にそれ以外
のスポーツは無視しても来た。スポーツには
（NFL のように）地域性を伴うものもあるが、
（その NFL が大英帝国の市場を刺激したように）
他の国々でファンの獲得に成功することもある。 
先行研究のところで見たように、米国には人
気のあるスポーツがたくさんある。もちろん、
プロの米式蹴球、野球、バスケットボールチー
ムは一杯あるから、選手を選ぶのには困らない。
けれども、米国のラグビーに限っては、まだ成
長過程にあることから、国内におけるプロス
ポーツとしての基盤には欠けている。 
いずれにせよ、ラグビー選手は全米中に散ら
ばって存在するし、多くの大学ラグビーチーム
が成功を収めている。これらの選手たちはある
時どこかで（明確にはわからないものの）ラグ
ビーをやろうと決断したはずである。本研究で
は、彼らがラグビーに関心を持ち、やがてそれ
16
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けれども、米国のラグビーに限っては、まだ成
長過程にあることから、国内におけるプロス
ポーツとしての基盤には欠けている。 
いずれにせよ、ラグビー選手は全米中に散ら
ばって存在するし、多くの大学ラグビーチーム
が成功を収めている。これらの選手たちはある
時どこかで（明確にはわからないものの）ラグ
ビーをやろうと決断したはずである。本研究で
は、彼らがラグビーに関心を持ち、やがてそれ
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18 
要性をきちんと理解しておいて貰わねばならな
い。こうした過程をより効率的にするもう一つ
の方法は、全米ラグビー協会もしくは、米国に
おけるラグビーの発展を企図するより高次の組
織に、研究プロジェクトの後援者になってもら
い、その支持を受けることだ。 
本研究に関係する近接領域の研究が行われる
かもしれない。例えば、メディアによる扱いの
多寡によって、人々のラグビーに対する捉え方
がどのように変わったかということについて、
その全容を解明するためにさらに突っ込んだ調
査を行うことも可能であろう。 
また、他のスポーツについて本研究のような
試みを繰り返すことも可能であろう。米国にお
けるファン層が盤石とは言えないラグビーのよ
うなスポーツではなく、例えば米式蹴球やバス
ケットボールのような、より人口に膾炙したス
ポーツを人がプレーし始めるに当たって、メ
ディアが果たした役割は果たして大きいのか小
さいのかを調べるのである。 
或いはメディアによるラグビーの扱いがより
大きなどこか他国で、本研究のような試みが繰
り返されることもあるだろう。スポーツの発展
を促したり、スポーツファンや選手の関心を高
めたりする役割を、果たしてメディアが担って
いるのかどうかを明らかにするのだ。 
今後の研究は、一定数の人々が使うソーシャ
ルメディアとそこに登場するラグビーにより焦
点を当てても良いかもしれない。そしてその結
果を土台に、ソーシャルメディアの発展がラグ
ビーの発展にどう関わっているかをさらに調べ
るのだ。 
さらに、本研究を次の段階に引き上げること
も可能であろう。大学のラグビー選手にインタ
ビューするのではなく、ラグビー米国代表チー
ムの選手に声をかけ、彼らがどのようにラグ
ビーやソーシャルメディアに接して来たかを調
べるのだ。 
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ラグビーフットボール外傷における骨折 
 
The bone fracture in the rugby football 
 
 
外山 幸正 1) 北田 力 2) 中村 夫左央 3) 山口 佳彦 4) 鈴田 明彦 5) 
 
関西ラグビーフットボール協会傷害見舞金審査委員会 
 
Abstract 
Rugby football is a sport composed of ball game, fighting, and racing. Due to its 
athletic property, there are no measures to prevent all acute traumatic fractures; 
however, fractures in the head, facial, and neck regions which may lead to a serious 
accident should be eradicated as much as possible.  
The Japan Rugby Football Union has constituted an accident insurance system with injury 
registry attempting to survey its incidence and actual condition. 
 
キーワード：ラグビーフットボール、骨折、傷害見舞金制度 
key words：Rugby football  Bone fracture  Injury ex gratia payment system 
 
I．はじめに 
 
ラグビーフットボール（以下ラグビー）は球
技、格闘技、競走技を兼ね添えた最高のスポー
ツであり、また Integrity（品位）、Passion（情
熱）、Solidarity（結束）、Discipline（規律）、
Respect（尊重）の 5 つの文言を掲げた憲章を有
する唯一のスポーツである。日本ラグビー協会
は登録選手（登録システムを使用し登録料 500
円を納付した者）に、ラグビーの試合又は練習
中に受傷した際、見舞金を給付する（11 等級 1
万円から l 等級 200 万円）。その際、当該選手
チームは、受傷日から 30 日以内に傷害報告書兼
見舞金請求書に医師の診断書を添付し、所属す
る都道府県協会に提出し、協会はその内容を点 
検し支部協会に回付する。支部協会の傷害見舞
金審査委員会は、登録者見舞金制度実施要項に
基づき見舞金額を決定する制度を構築している。 
 
II．方法 
 
関西ラグビー協会傷害見舞金制度は協会規約
第 4 条 7 項の競技者の保護、救護、互助、その
他体育医事に関する事項として日本ラグビー協
会に先駆け、昭和 49 年より始まった。この基金
は競技者が試合あるいは練習の活動中に、直接
起因する傷害または死亡に関し，当該競技者も
しくはその遺族に対して見舞金を給付する制度
として始まった。今回一旦受傷すれば練習・試
合への復帰に時間を要する骨折を予防し、かつ
現状を把握することを目的とし、関西ラグビー
協会に提出された傷害報告書（図 1）（図 2）、診
断書（図 3）、見舞金請求・給付表（図 4）（図 5）
（図 6）（図 7）より受傷部位、年齢、受傷機転、
受傷状況、手術の有無などを調査した。 
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